
地
震
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

地
震
発
生
時
は
、
火
災
に
よ
る
二
次
災

害
が
脅
威
と
な
り
ま
す
。

次
に
示
す
「
事
前
の
対
策
」
や
、
地
震

発
生
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
対

応
な
ど
を
確
認
し
、
地
震
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

事
前
の
対
策

□
住
ま
い
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

□�

家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
（
固
定
な

ど
）
を
行
う
。

□�

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
震
度
５
強
以
上
な

ど
、
設
定
震
度
を
感
知
す
る
と
電
気
を

遮
断
す
る
も
の
）
を
設
置
す
る
。

□�

ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
機
器
の
周
辺
は
整

理
整
頓
し
、
可
燃
物
を
近
く
に
置
か
な

い
。

□�

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
用
方

法
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

□
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

□�

地
震
直
後
の
行
動
に
つ
い
て
、
普
段
か

ら
玄
関
等
に
貼
っ
て
お
き
、
避
難
時
に

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

□�

地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
す
る
な
ど

し
、
発
災
時
の
対
応
の
習
熟
を
図
る
。

地
震
発
生
直
後
の

５
分
間
の
行
動

❶
発
生
後
す
ぐ
（
０
分
）

　
ま
ず
、
自
分
の
身
を
守
る
。

　
（
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護
す
る
）

❷
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
（
１
〜
２
分
）

□�

ガ
ス
栓
・
器
具
栓
を
閉
め
（
火
を
す
べ

て
消
し
）、
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
と
き

は
、
屋
外
の
容
器
バ
ル
ブ
も
閉
め
る
。

�　

�

停
電
中
は
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
く
。

□�

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
か
ら
の
油
漏
れ
の

有
無
を
確
認
。
火
が
出
た
ら
、
落
ち
着

い
て
初
期
消
火
。
家
の
中
の
家
族
の
安

全
を
確
認
し
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
散
乱

し
て
い
る
場
合
は
、
靴
を
は
く
。

□�

避
難
す
る
と
き
は
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
る
。

❸
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
（
３
〜
５
分
）

□�

隣
近
所
に
声
を
か
け
、
行
方
不
明
者
は

い
な
い
か
、
け
が
人
は
い
な
い
か
、
ガ

ス
の
元
栓
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
、
電
気

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
い
る
か
の
確
認

を
す
る
。

□�

火
災
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
消
火

器
を
使
い
初
期
消
火
を
す
る
。
そ
の
際

は
ガ
ス
漏
れ
、
漏
電
に
注
意
す
る
。

地
震
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

・�

電
気
や
ガ
ス
が
復
旧
し
、
避
難
か
ら

戻
っ
た
ら

□�

ガ
ス
機
器
、
電
化
製
品
及
び
石
油
器
具

の
使
用
を
再
開
す
る
と
き
は
、
機
器
に

破
損
が
な
い
こ
と
、
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

□�

再
通
電
後
は
、
し
ば
ら
く
電
化
製
品
に

異
常
（
煙
、
に
お
い
）
が
な
い
か
注
意

を
払
う
。

通
電
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

通
電
火
災
と
は
、
停
電
が
復
旧
し
た
際

に
起
こ
る
火
災
で
、
電
気
コ
ン
ロ
、
観
賞

魚
用
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
熱
を
発
生
す
る
器
具

が
、
機
器
の
転
倒
・
落
下
・
損
壊
な
ど
に

よ
り
可
燃
物
と
接
触
す
る
状
況
と
な
り
、

火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
で
す
。

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
電
化
製

品
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
、
電
源
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
、
避
難
す
る
と
き

に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

10KOHO GOJOME No.1036 2020.11.111 広報「ごじょうめ」1036号　令和2年11月1日

�

乾
燥
、暖
房
器
具
の
使
用
頻
度
の
増
加
に

よ
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
心
掛
け
た
生
活
を
し
ま

し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◦�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

◦�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

◦�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◦�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

◦�

警
報
器
の
点
検
（
作
動
確
認
）
は
、
春

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期
に
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
の
方
法
は
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

か
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
で
行
い

ま
す
。

◦�

故
障
か
電
池
切
れ
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
池
切
れ
と
判
明
し
た
警

報
器
が
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品

が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

住宅用火災警報器の維持管理について
▶定期的な作動確認

点検ボタンを押すか
点検ひもをひっぱ
り、定期的に作動確
認をしましょう。

➡
作動確認をしても住警器に反応
がなければ、本体の故障か電池
切れです。
住警器の本体または電池を交換
しましょう。

▶古くなったら交換

火災以外で警報音が
鳴った場合。 ➡ 本体の故障か電池切れです。

住警器本体または電池を交換
しましょう。

運動期間中、
午後６時にサイレンを
鳴らします。
火災と間違えないよう、
ご注意ください。

お
問
い
合
わ
せ　
町
消
防
署
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

　秋の火災予防運動に合わせ、消防団の火災防禦
訓練を町内３か所で実施します。
▶日　時　11月１日㈰　午前10時〜
※�当日は、消防車がサイレンを鳴らして走行しま
す。火災と間違えないようご注意ください。

N
ねっ と

et119は、スマートフォン
等からインターネットを利用し
て119番通報ができるサービス
です。聴覚や言語機能の障害に
よって音声での会話が困難な方
が、いつでも全国どこからでも
通報場所を管轄する消防本部
へ、音声によらない通報をする
ことができます。
▶運用開始日　11月１日㈰
▶ご利用条件　�以下の条件を満

たす方がご利用
できます。

・�五城目町に在住、在勤または
在学している方

・�聴覚、言語機能に障害があ
り、音声電話による通報が困
難な方

※�身体障害者手帳が交付されて
いる方のほか、音声通話によ

る緊急通報が困難であると消
防本部が認めた方。

▶申込方法　�ご利用には事前の
登録が必要となり
ますので、町消防
署までお越しくだ
さい。

▶対応機種　�一定の条件を満た
すスマートフォン、
タブレット、フィー
チャーフォンから
サービスが利用で
きます。

※�フィーチャーフォンの場合、
一部機能が制限されることが
あります。

　�安全な通信ができない古い機
種の携帯電話では、Net119
緊急通報システムがご利用で
きないことがあります。

お問い合わせ　町消防署（☎852・2028）
通電火災を防ぐため、
停電時に避難の際は
ブレーカーを切りましょう。


